
（％）80

60

40

20

0

100

80

60

40

20

0

10（社）

5

0

（％）

1.74 1.64 1.63

2.32

3.07
3.30

4.69 4.53

5.79

61.4
7.82

7.30

17.4

23.9
26.9

39.9

43.7

55.2
55.9

62.2

70.8

6.69

75.0 74.2

39.0

46.0
49.9

55.5
59.4

84.6
89.4

84.0

67.7

70.2
74.8

インターンシップ・1day仕事体験※と就職・採用活動の関係
インターンシップ・1day仕事体験※が就職・採用活動に与える影響は？

　近年、学生・企業ともに、インターンシップ・1day仕事体
験（以下、「インターンシップ等」）を就職・採用活動につなげ
る機会と捉える動きが見られる。その関連性を見る。
　2024年卒の学生におけるインターンシップ等の参加率
は74.2％で、前年（75.0％）と同水準、平均参加社数は7.30
社で、前年（7.82社）から微減した（グラフ❶）。
　一方、企業におけるインターンシップ等の実施率は、
2024年卒向けが74.8％と、コロナ禍の影響で低下した
2022年卒向け（67.7％）から回復傾向にある（グラフ❷）。
　企業の実施目的は、「仕事を通じて、学生に自社を含め、
業界・仕事の理解を促進させる」が87.2％で最も高かった

（P15・グラフ❸）。経年で見ると、「入社意欲の高い学生を
絞り込む」「入社後の活躍や定着を促進する」など、採用を
意識した目的が増加傾向にある。

　学生のインターンシップ等への参加と入社企業との関係
を見ると、インターンシップ等に参加した企業または同業
種に入社予定の学生は71.3％で、前年（69.3％）から2.0ポ
イント増加（P15・グラフ❹）。インターシップ等が学生の
就職先選びに影響していることがうかがえる。
　他方で、内定者の中に自社のインターンシップ参加者が
いた企業は82.7％で（P15・グラフ❺）、採用数に自社のイ
ンターンシップ等の参加者が占める割合は平均34.6％で
あった（P15・表❼）。約65％が非参加者であることから、
インターンシップ等への参加が内定に必須というわけでは
ないことが分かる。ただし、参加経験者の割合は前年（平均
27.0％）から増加傾向にある。
　なお、インターンシップ等に参加した学生に採用選考と
の関係を聞いたところ、「採用選考と全く関係がなかった」
と答えた学生は16.2％で、78.3％の学生が何かしら採用
選考との関係を認識していた（P15・グラフ❻）。

採用を意識して実施する企業が増加

❶ インターンシップ・1day仕事体験の参加率※1、平均参加社数※2	 ❷ インターンシップ・1day仕事体験実施率
※1 学生全体／単一回答				  
※2 インターンシップ・1day仕事体験参加者／数値回答

※全体／単一回答
※1day仕事体験は2021年卒調査から含む
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インターンシップ等参加率は約7.5割で高止まり、
平均参加社数は微減 インターンシップ等実施率は回復傾向学生

  参加率
 ■   平均参加社数

企業

※2012～2018年度は、対象卒年を限定せずに実施したインターンシップ等を聴取している

※2024年卒については、就業体験のうち2日以上のプログラムを「インターンシップ」、1日以下のプログラムを「1day仕事体験」として聴取

Part1 2024年卒の就職活動・採用活動の振り返り
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インターンシップ・1day仕事体験※と就職・採用活動の関係

※2012年度～2018年度は、対象卒年を限定せずに実施したインターンシップ等について聴取

インターンシップ等の実施目的として「入社意欲の高い学生を絞り込む」
「入社後の活躍や定着を促進する」など採用を意識したものが増加傾向企業

❸ インターンシップ・1day仕事体験の実施目的 ※インターンシップ・1day仕事体験実施企業／複数回答
※1day仕事体験は2021年卒調査から含む
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８割を超える企業で、内定者の中に
自社のインターンシップ等参加者がいた企業

■ 内定者の中に自社のインターンシップ参加者がいた　
■ 採用を目的として実施している　
■ 採用を目的とはしていないが、結果的に内定者の中に参加者がいた　
■ 不明　　　■ 内定者の中には、インターンシップ参加者がいなかった
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82.7％

82.4％

81.2％

82.5％

77.5％

❺ 内定者のインターンシップ・1day仕事体験参加状況	
※2021年卒～2024年卒：該当卒年採用実施かつ該当卒年対象インターンシップ・1day仕事
体験実施企業／単一回答　※2020年卒：インターンシップ等実施企業／単一回答

（％）

採用数に占めるインターンシップ等参加者の
割合が３割を超える企業

❼ 採用数における自社インターンシップ・1day仕事体験参加者の割合
※該当卒年採用実施かつ該当卒年対象インターンシップ・1day仕事体験実施企業／数値回答

2024年卒 2023年卒
n 平均値 n 平均値

全体 869 34.6% 636 27.0%

従業員規模別
300人未満 222 44.0％ 146 28.4％

300～999人 336 33.7％ 242 27.6％

1,000～4,999人 240 33.1％ 200 24.8％

5,000人以上  ※1 68 36.8％ 46 30.4％

■ インターンシップ等参加企業に入社する予定　
■ インターンシップ等参加企業ではないが、同業種の企業に入社する予定
■ 全く異なる業種の企業に入社する予定　
■ その他

2024年卒

2023年卒

2022年卒

2021年卒

2020年卒

同業種・計

71.3％

69.3％

65.0％

64.8％

69.1％

７割以上が、インターンシップ等参加企業
または同業種に入社予定

78.3％が、インターンシップ等と
採用選考との関係を認識

学生

学生

❹ インターンシップ・1day仕事体験参加企業への入社予定

❻ インターンシップ・1day仕事体験と採用選考の関係

※就職先確定者のうち、インターンシップ・1day仕事体験参加者／単一回答

※インターンシップ・1day仕事体験参加企業・各種団体等に入社予定者／単一回答

（％）

仕事を通じて、学生に自社を含め、業界・仕事の理解を
促進させる
入社意欲の高い学生を絞り込む
採用を意識し、学生のスキルを見極める
将来の顧客となり得る学生に対して、自社に対する理解・
イメージアップを促進させる
入社後の活躍や定着を促進する     
学生に就業体験の機会を提供することで、社会貢献する
採用に直結したものとして実施
学生の受け入れを通じて、社内の活性化を促す

（〜2018年度：定型業務・プロジェクト等を明示し、学生の
スキルを活用して社員に対する活性化を促す）

学生の受け入れを通じて、社内人材を育成する     
従来の採用とは異なるタイプの学生を見いだす
その他
特に目的を設定していない

参加中に、内定の
可能性があることを
知らされた 7.4%

募集時に、内定の可能性が
明示されていた（採用直結）

21.6%

参加後に、その後の採用選考、
セミナー、社員紹介などに
誘われた

採用選考と全く
関係がなかった

いずれにも当てはまらない
が、採用選考と関係が
あった

分からない

21.1%

5.5%

16.2%

11.7% 参加中に、その後の採用選考、
セミナー、社員紹介などに
誘われた 16.5%

78.3％
採用選考と関係があった・計

※1　2023年卒の数値は、サンプル数50未満のため参考値として掲載
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